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1．急性期から終末期まですべての領域において全人的
　医療を行います。
2．患者様の自立を支援し、早期在宅復帰を目指します。
3．謙虚な心、礼節を忘れず、責任を持って最善の努力を
　します。
4．研修・研鑽に励み、質の高い医療・看護を提供します。
5．地域の中核病院として、周辺医療機関、施設との連携
　を推進します。

地域の人 の々「健康」と「命」を大切にします。

金光病院の基本方針

金光病院の理念 　皆様お正月はいかが
お過ごしでしたか？コロナ
禍が続き、これも新たな日
常となっています。2023
年何か目標は立てました

か？私は時間を見つけて運動を始め
ようと思っています。
　暖かくなる春までどうぞ心も身体も
お健やかにお過ごし下さい。
　本年もよろしくお願い
いたします。
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冬号

新年のはじまり

　新年あけましておめでとうございます。

　ここ3年、新型コロナ感染症に翻弄されております。最初のころの

ウイルスと変わって、ワクチン接種も進み、感染者数は増えているも

のの軽症の方が多く、体力のある人には風邪をひいた程度のことで

済んでいるようです。しかし、体力がない高齢者は、コロナ感染自体

よりも、感染後の体力の減退、脱水、経口摂取の低下等全身状態が

悪化するケースも多く、不幸な転機ととられる方もおられるようです。

そのような、体力の弱い人々を看ている医療・介護関係者は患者さん

や利用者さんへ感染させないように、一般の人とは違い、より一層の注意をここ3年強いられてきてい

ます。一般の人の緩い行動制限に少しイラっとしながらです。でも、感染したり、濃厚接触者となり、休

職をやむなくせざるを得なく、皆様にご迷惑をおかけしています。

　新型コロナ、また物価高の影響により、医療機関の経営状況はかなり圧迫されており、国からの補

助金があるもののかなり厳しい状況が続いております。国の施策もその場しのぎの対応が主で、将来

に向かってのグランドデザインをきっちりと示してもらわなければ、我々現場も五里霧中の状態です。

　しかし、我々には地域の医療・介護の現場を守り続ける使命があります。今年も頑張ってまいります

ので、皆様ご支援のほどよろしくお願いいたします。

医療法人社団同仁会　理事長　難波義夫

　夏場の熱中症はよく知られていますが、脱水症は冬にも起こります。人は知らず知らずのうちに呼吸や皮膚
から水分が失われます。これを不感蒸泄といいますが、健康な成人は1日に約600～900mlの水分を不感蒸
泄で失います。特に冬場は空気が乾燥しており、より皮膚からの蒸発によって水分が失われやすい傾向にあ
ります。さらにここ数年、気密性の高い素材を使った衣類が増えていますが、暖かい分、発汗が増え、余分に
水分が奪われます。また、暑い夏に比べると喉の渇きを感じにくく、体が冷えるから、トイレが近いから、という
理由で飲み物を控えていると、気づかないうちに体内の水分が足りなくなります。
　このように、知らず知らずのうちに体の中の水分が失われ、自覚のないまま脱水状態に陥ることを「かくれ
脱水」といいます。熱中症同様、かくれ脱水の症状は頭痛、食欲不振、倦怠感、脱力感、筋肉痛、足がつるな
どになります。喉が渇く、尿の色が濃くなっている、37℃前後の微熱がある、といった脱
水のサインに早く気がつくことが大切です。
　かくれ脱水を防ぐ基本は、こまめな水分補給です。個人差がありますが、1日1.5リッ
トル程度を目安に2～3時間おきに水分をとる習慣をつけましょう。また、部屋の湿度を
上げることで、乾燥を防ぎ不感蒸泄を減らすことができます。加湿器の使用や、濡れた
タオルを室内に干すだけでも湿度を上げることができます。
　原因はよく分からないけれど、なんとなく頭が痛い、胃もたれがする、こうした冬場の
体調不良は、実は「かくれ脱水」によるものかもしれません。

　今年の３月18日で勤続20年を迎えました。
　その事に関して岡山県病院協会の病院優良職員表彰を頂く運びとなりました。こ
の表彰におきましては、岡山県病院協会の難波会長からありがたいお言葉を頂く事
が出来ました。
　本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　しかし、私達が同仁会の為に頑張って来る事が出来たのは理事長であったり、周り
の諸先輩方々や同輩、後輩、取引先の皆様からのお力添えがあったからこそです。素
晴らしい仕事を頂いているからだと思います。
　これからも、職場での仕事に励みながら、社員の一人として同仁会の発展に尽くし
てまいりたいと存じます。

内科　小田原 正浩

経営企画部

小幡 通孝

こんなに寒いのに脱水症？ 

e-mail konkou-hos@mx1.tiki.ne.jp
ＵＲＬ https://konkohp.jp/

優良
表彰
祝勤続20年


